
 

松本市地域づくり推進交付金実績報告書（抜粋） 

 

（申請者） 笹賀地区福祉の地域づくり協議会 

 

 

１ 交付決定額  

 

２ 本年度実績の報告 

 ⑴ 本年度の交付金事業の報告 

① 事業名： 笹賀地区福祉の地域づくり事業（福祉ひろばの利用促進） 

実 施 主 体 笹賀地区福祉の地域づくり協議会・笹賀地区福祉ひろば事業推進協議会 

実施日（期間） 令和４年10月１日～令和５年３月３１日 

実 施 場 所 笹賀地区福祉ひろば 

事 業 概 要 

・コロナ禍により利用が減少した福祉ひろばの利用促進を図るため、毎月開催してい

る「ふれあい健康教室」において、運転免許証のない方や返納した方などを対象に、

タクシーによる無料送迎サービスを始めた。そのほか、買い物弱者を支援するため、

食料品販売業者の協力を得て、「ふれあい健康教室」終了後に福祉ひろば屋外で移

動販売を実験的に実施した。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

運転免許証を返納板方や運転に自信のない方が少しずつではあるが「ふれあい健

康教室」を利用いただけるようになった。また、今まで女性の利用者がほとんどで

あったが、男性の利用者も少しずつ増加してきている。 

課 題 
 福祉ひろば周辺にお住いの方だけでなく、地区内全域から利用していただけるよ

う、サービスの周知方法を検討したい。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

６０,６４０円 ５９,５４０円 円 １,１００円 

ａ ： 本年度の交付金額のうち、この事業に充当した額 

ｂ ： 前年度の交付金の繰越額のうち、この事業に充当した額 

ｃ ： この事業に充当したその他の財源の額 

 

② 事業名： 笹賀地区福祉の地域づくり事業（子ども・子育てを応援） 

実 施 主 体 笹賀地区福祉の地域づくり協議会・笹賀地区福祉ひろば事業推進協議会 

実施日（期間） 令和４年１０月１日～令和５年３月３１日 

実 施 場 所 笹賀公民館、笹賀地区福祉ひろば 

事 業 概 要 

・地区内の子ども・子育てを応援するため、笹賀公民館のエントランスに「笹賀地区子

育て情報掲示板」を設置し、子ども・子育てン関する様々な情報を発信した。また、地

区内で自主的に行われている子育て事業に対して支援を行った。 

・福祉ひろばで実施している子育て事業の充実を図るため、知育玩具を購入し、子供

たちの発達を促した。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

・行政情報のほか、地区内外で自主的に活動する団体等の情報交換の場として活用

されてきている。 

・幼児や児童が遊びながら考えたり表現したりすることで、手先の器用さや集中力、

Ｉ 金     ７００,０００円 



想像力、思考力を伸ばすことができるようになっていている。これからも知育玩具や

教育玩具の充実を図っていく。 

課 題 
一部の子育て世帯だけでなく、より多くの方に情報が行き渡り、自主的な活動をして

いただけるよう周知方法を検討したい。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

２９１,８５０円 ２８８,０００円 円 ３，８５０円 

 

③ 事業名： 笹賀地区福祉の地域づくり事業（地区情報の効果的な発信） 

実 施 主 体 笹賀地区福祉の地域づくり協議会 

実施日（期間） 令和４年６月１日～令和５年３月３１日 

実 施 場 所 笹賀地区 

事 業 概 要 

・地区内の福祉に係る課題や取り組みを発信するため、福祉の地域づくり情報誌「ほ

ほえみ」を発行した。また、現在はそれぞれに発行している公民館ニュース、福祉ひろ

ばだより、地域づくりセンターだより、地区社協だより等を取りまとめ、見やすく読み

やすい紙面づくりに努めた。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

今までのように記事が重複するようなこともなくなり、より多くの情報発信ができるよ

うになった。これからもDXなどを積極的に活用し、より効果的な情報発信ができるよ

う努めていく。 

課 題 町会未加入者への情報発信をどうしていくか課題である。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

３６５，３３０円 ３５２,４６０円 円 １２,８７０円 

※ 事業が４以上ある場合は、枠を増やして記載すること。 

 

決 算 額 ( 計 ) 
（①＋②＋③） 

Ａ＋Ｂ＋Ｃ 
財 源 内 訳 

Ａ Ｂ Ｃ 

７１７,８２０円  ７００,０００円     円     １７,８２０円 

Ａ ： 各事業のａの合計額 

Ｂ ： 各事業のｂの合計額 

Ｃ ： 各事業のｃの合計額 

 

 

⑵ 本年度の積立実績の報告 

   該当なし 

 

⑶ 本年度の交付金のうち、翌年度に繰り越す金額の報告 

Ｉ－Ａ－Ｄ 金        ０ 円 

  [参考]繰越上限額＝Ｉ×２／１０ 

 


